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①青森県で２番目の人口（青森市＞八戸市＞弘前市）

人口：約22.3万人（R2国勢調査）

②全国有数の水産都市（だった）

水揚げ数量：2.８万トン（R4全国14位）

水揚げ金額：99億円（R4全国15位）

③北東北最大級の工業都市（製紙・製鉄・飼料など）

製造品出荷額等：5,232億円（R3）

④東北有数の港湾物流都市

八戸港コンテナ取扱量：51,472TEU（R4）

八戸市の紹介 ～八戸はこんなまち～



東北太平洋岸⾃然歩道
「みちのく潮⾵トレイル」

⼋⼾市蕪島から福島県相⾺市
まで1,000kmを超える⻑距離
⾃然歩道

1,025km
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トレイルの
ヘッドエンドポイント
となる「蕪島」

2013年5⽉に三陸復興国⽴公園に指定
▼
▼
▼

2023年5⽉ 国⽴公園指定から10年

種差海岸は三陸復興国⽴公園の北の⽞関⼝と
して、変化に富んだ地形と多彩な植⽣を誇る

種差海岸天然芝⽣地

八戸市の紹介① ～三陸復興国立公園 種差海岸～



八戸市の紹介② ～伝統文化であり、観光資源でもある「祭り」～

【八戸三社大祭】

7月31日〜8月4日

国重要無形民俗文化財

ユネスコ無形文化遺産

【八戸えんぶり】

2月17日〜20日

国重要無形民俗文化財



八戸市の紹介③ ～日本最大級の朝市・横丁文化・是川縄文石器時代遺跡～

中⼼街に張り巡らされた８つの横丁。
美酒と⼈情に酔いしれ、はしご酒︕

毎週⽇曜⽇の早朝にだけ出現する、
何でもありのカオスな巨⼤朝市︕

⽇本最⼤級の朝市
「館⿐岸壁朝市」
⽇本最⼤級の朝市
「館⿐岸壁朝市」

史跡是川⽯器時代遺跡を含む
「北海道・北東北の縄⽂遺跡群」
が2021年に世界遺産登録︕

史跡「是川⽯器時代遺跡」
世界遺産登録決定！

史跡「是川⽯器時代遺跡」
世界遺産登録決定！

昭和薫る「横丁⽂化」昭和薫る「横丁⽂化」



華道体験

新⼈演奏
会

⼋⼾市⺠フィル演奏会

茶道体験

書道展⼋⼾東⾼校表現科公演

⼋⼾えんぶり

法霊（ほうりょう）神楽

八戸市文化のまちづくりビジョン
（平成２７年度策定）

市⺠の多種多様で
特⾊のある⾃主的な
⽂化活動を「多⽂化」
と定義

基本⽅針
１⽣活に⽂化芸術が溶け込む環境づくり
２⽂化芸術が開く⼋⼾の未来
３⽂化芸術の創造性を活かしたまちづく
り

⇨まちづくりの視点で取り組む
アートプロジェクトを位置付け
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八戸市の紹介④ ～多様で自主的な市民による文化活動～

はちのへ文化のまちづくりプラン
～八戸市文化芸術推進基本計画～

（令和4年度策定）

基本理念
「⽂化芸術を通して市⺠が⽣き⽣きと⼼豊か
に暮らせるまち、⽂化芸術の⼒を活⽤した魅
⼒あふれるまち、⼋⼾の実現」
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⼋⼾市中⼼市街地は、当時の建造物はほとんど残っていないが、
江⼾時代の町の区割り、道や町名がそのまま残されている。

⼋⼾の城下町の⾖知識

本通りを挟んで表通りと裏通りの数
字を⾜すと、⼀の位が縁起の良い
「九」となるように配置。

表通りには御⽤商⼈などの⼤店、
裏通りには職⼈が集められた。職種
によって住み分けられる計画の名残
で、今でも⼤⼯町や肴町、⾺喰町
など地名にその特徴が残っている。

町名に「⽇付」が⼊っているが、町
割が⾏われた時、町の商業振興と繁
栄を祈願して、市⽇になぞらえた。

寛永７年
（1630年）

寛⽂４年
（1664年）

⼋⼾の
街づくり開始

⼋⼾藩誕⽣

まちづくり
完成！

＆（明治時代に取り壊された）
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八戸市中心市市街地＝江戸時代の城下町



中心市街地の歴史的変遷

平成19年閉店の商業施設

現在の同じ場所／マチニワの様⼦
11



歩行者通行量の推移（H１〜H29）
中⼼市街地の歩⾏者通⾏量は、平成に⼊って⼤幅に減少し、賑わいを
失いつつある。特に⽇曜⽇の落ち込みが激しく、20年間で1/3に︕

・昭和30年代後半から50年代までの
間、商業施設の中層化

・平成2年以降、⼤型ショッピングセ
ンターの郊外化

・商業機能の空洞化
・歩⾏者通⾏量の減少

中⼼市街地活性化基本計画策定
（１期2008〜２期2013〜３期2018〜）

平成2年 閉店︕ 平成15年 閉店︕

2011年はっち開設

右肩下がり
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八戸市中心市街地の課題① ～まちに人がこない～



13

⺠間が所有する⽼朽化した商業ビルに
ついて、ビルの⻑寿命化を図る改修や
耐震補強への⽀援の拡充。
空きビルについては、商業から福祉施
設等、他⽤途への変更を伴う改修に対
する⽀援の拡充。
更には、不動産の流動化を促すための
⽼朽ビルの解体のみに対する⽀援。

地元資本の店舗を中⼼としたテナント
リーシングや商業のデジタル化、SDGｓ
に対応する取組等、⾦融やマーケティン
グ、IT等に精通する専⾨⼈材やノウハウ
提供に対する⽀援の拡充。
地元資本の店舗が⼊居し易い環境づくり
としての⾦融⽀援。
商店街の若⼿⼈材育成に対する⽀援。

対応 ② ソフト対応 ① ハード
✓

✓

✓

✓

✓

✓

昭和30年代〜50年代
に整備された

⺠間商業ビルの⽼朽化
や耐震強度不⾜

課 題 ①
⺠間商業ビルの

空きビルの常態化＝
過去に整備された現状
では過⼤な商業機能の

再編

課 題 ② 課 題 ③
空き店舗の増加と、
地元資本の店舗減少
による商店街活動や

地域経済の停滞

課 題 ④

デジタル化、SDGｓ等
の社会変化に対応した

まちづくり

八戸市中心市街地の課題② ～転換を求められる商業機能～



＜私＞＝個⼈

＜中間集団＝私たち＞

＜社会＞

伝統的社会組織（地域など）、機
能的社会組織（職場・組合など）

貢献

帰属 充⾜感

これまで

＜私＞＝個⼈

＜中間集団＝私たち＞

＜社会＞

伝統的社会組織（地域など）、機
能的社会組織（職場・組合など）

貢献

帰属 充⾜感
現代的な
居場所や
つながりを
模索する必要

現 在

役割や機能の低下

祭りなど伝統⽂化が
持つコミュニティの
維持などの社会的機
能にも改めて注⽬

⼀⽅で、、、

64

八戸市中心市街地の課題③ ～多様なコミュニティ（つながり）の必要性～
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１５分で歩ける範囲に文化・スポーツなどの多様な施設が集積しつつある

⼋⼾市庁

【⼋⼾ポータルミュージアム(はっ
ち)】
複合交流施設で通年でイベントを開催
する。

【⼋⼾ブックセンター】
本に関する新たな公共サービスを提供
し本のまち⼋⼾を推進する拠点施設。
※⺠間再開発ビル「ガーデンテラス」
１階に⼊居

【⼋⼾まちなか広場(ﾏﾁﾆﾜ) 】
朝６時から夜11時まで⾃由に過
ごせる施設。

中⼼市街地⾯積
中⼼市街地⼈⼝

： 137ha
：4,455⼈（R4.9.30現在）

【⻑根屋内スケート場(YSアリーナ⼋⼾)】
国際⼤会が可能な国内３か所⽬のスピード
スケートの拠点施設。

⻑根公園

２

１

１

3

２
5

6

4

【⼋⼾市美術館】
美術作品の収集や展⽰に留まらな
いエデュケーション機能を組み込
んだ施設。
※隣接する⾦融機関と協調開発
し、

新店舗も併せて整備。

16

3

【⼋⽇町地区複合ビル(DEVELD
⼋

⽇町)】
商業・居住機能を有する施設。

4

凡 例

中⼼市街地区域
現在営業中の百貨店
昨年閉店した再開発予定の
地元資本の商業施設
昨年４⽉に閉店した百貨店
空き店舗が多いエリア

56

‣半径200m界隈に施設が集積
‣各施設の事業を通じた多彩な

⼈材の交流
‣周辺にはITテレマーケティン

グ関連産業のオフィス、夜の
飲⾷店が集まる横丁があり多
彩な⼈材が交流



新たな交流と創造の拠点 「はっち」
2011年2⽉11⽇オープン

（※コロナ禍前の来館者数）

年間
来館者数

80約 万⼈

所在地 ︓⼋⼾三⽇町11-1
敷地⾯積︓3,387平⽅メートル
建築⾯積︓1,6641平⽅メートル
延床⾯積︓6,463平⽅メートル
主体構造︓鉄筋コンクリート造

(免震構造)
階 数 ︓地上5階
最⾼⾼さ︓24メートル

施設概要

開館時間︓9:00〜21:00
休館⽇ ︓⽕曜⽇

(祝⽇の場合その翌⽇)

12⽉31⽇及び1⽉1⽇

17

八戸ポータルミュージアム はっち① ～施設概要～



シアター２
はっちひろば

はっちひろば

クリスマスイベント

正⽉イベント 18

八戸ポータルミュージアム はっち② ～使い方は市民の皆さん次第！～



⼋⼾に来たらまず【はっち】へ！
館内には、⼋⼾の芸能や⾷、市⺠作家の⼿による伝統

⼯芸の展⽰や、⾃然、産業、⽂化財などを展⽰。ものづ
くりスタジオでは、伝統⼯芸の南部裂織の体験ができる。

エントラスを彩る
郷⼟玩具 ⼋幡⾺
⼤久保直次郎作

2階 ⼋⼾えんぶり
和紙⼈形作家 ⾼橋寛⼦作

はっちひろばのからくり時計
からくり⽊⼯作家⾼橋みのると
誘致企業多摩川精機との共同作品

４階ものづくりスタジオのひとつ
⼋⼾南部裂織⼯房 「澄（ちょう）」

19

八戸ポータルミュージアム はっち③ ～観光展示・ものづくりスタジオ～



⼦育て⽀援の拠点「こどもはっち」
４階に設置した乳幼児〜未就学児を対象とした施設。⼦育て相談、プ

レパパ・プレママ交流会、絵本の読み聞かせ会、おさがり市、障害児の
親⼦交流会など、多彩なイベントも開催。

⽊のおもちゃや絵本があり、親⼦で過ごしたり遊ぶの
に優しい、県産材を活⽤した空間。

親同⼠の交流も⽣まれます

20

八戸ポータルミュージアム はっち④ ～子育て支援の拠点「こどもはっち」～



多様なつながりをつくる取り組み ～アートプロジェクト①～

「酔っ払いに愛を」〜横丁オンリーユーシアター〜
毎年10⽉は「⼋⼾横丁強化⽉間」として、中⼼街に8つある横丁
と夜の繁華街を盛り上げるイベントを連携して実施している。

８つの横丁のひとつ
お店が連鎖する「れんさ街」 地元ダンス集団

DANCE WAG

空き店舗の中を劇場に活⽤

21



酔っ払いに愛を〜横丁オンリーユーシアター

みろく横丁で

パフォーマーとの
距離が近いのも魅⼒

親⼦も参加。どこまでがパフォーマーで、どこからが観客か？
もう分かりません！ 22

多様なつながりをつくる取り組み ～アートプロジェクト②～



中⼼街の空き家を改修した
活動拠点「まちぐみラボ」

全国に広がる関係⼈⼝
「組員」は500名を超える

中⼼街での「⼋⼾ホコテン」に出店のひしざしカフェ
まちぐみを介して⾼校⽣など若者も活動に多く参加

伝統⼯芸「南部菱刺」ワークショップ

街に【⾯⽩い】や
【ワクワク】を増やす
プラットフォーム。緩やか
な連帯・協働を可能とする
従来にない枠組みで、世代
や地域に関わりなく⼈々を
惹きつけている。

組⻑ アーティスト
⼭本耕⼀郎さん

65

多様なつながりをつくる取り組み ～アートプロジェクト③～

市⺠集団 まちぐ（る）み



施設概要
開 設：2016年12⽉
⾯ 積：約315㎡
在庫数：約10,000冊

24

八戸ブックセンター① ～本好きを増やす！市営書店「八戸ブックセンター」～

施設運営の３つの基本⽅針
①本を読む⼈を増やす
②本を書く⼈を増やす
③本でまちを盛り上げる

ハンモックでゆっくり⽴ち読み？

他に例のない市営の書店「⼋⼾ブックセンター」
⼋⼾ブックセンターでは、提案型・編集型の陳列による

本の閲覧スペースの提供と販売、本に関するイベントの開
催などを中⼼に、市内の⺠間書店や図書館、市⺠活動と連
携しながら、全国で類を⾒ない、これからの時代にふさわ
しい本に関する公共サービスを構想し、提供している。



⽅針①「本を読む⼈を増やす」

本のまち読書会 ゲストを招いてのトークイベント
美術館との連携事業（美術館にて）

ゲストによる選書棚「ひと
棚」

とても素晴らしい内
容の講座。沢⼭⾔葉
を書き留めた。これ
から絵本を読む姿勢
も変わりそうです。

絵本に関するトークイベント
での参加者の感想

⼋⼾ペンクラブとの共催トーク
「ペンと私 ⽵内修司さん⼤いに語る」
弘前からの参加者の感想

⽵内さんの懐の深い、リ
ベラルと批評性、それに
ユーモア、いいなあと思
いながら聞いた。森さん
のMCも博覧強記で脱帽。

超⾯⽩いです。

講師を招いてのアカデミックトーク 58

八戸ブックセンター② ～本を読む人を増やす～



HACHINOHE ZINECLUB キックオフミーティング
本づくり、執筆・制作、デザインに興味ある⽅で

今年３⽉に⽴ち上げたクラブをブックセンターでも
サポート。

執筆出版ワークショップ
⾼校⽣対象に実施した
「超ショートショート講座」

⾃分で何か⽣み出
して書くことが苦
⼿だったけど、⾃
分でも書けると思
えた。もっと本を
読んで語彙⼒を上

げたい。

⼋⼾に本作りをし
ている⽅が割とい
ることに驚くとと
もに、励みにもな

りました。

地⽅でこのような
サードプレイス的
なところが必要で

あると実感。

書きたいという⼈
が集まるだけあっ
て集まる⼈の豊か
さに驚きました。
ずっと聞いていた
い気持ちです。
（⼀般の部）

59

八戸ブックセンター③ ～本を書く人を増やす～

⽅針②「本を書く⼈を増やす」



パワープッシュ作家「呉勝浩スペシャルトー
ク」

（はっちひろ
ば）

ギャラリー展
「紙から本ができ
るまで／⼟から⼟
器ができるまで
展」
▷是川縄⽂館

との連携事業市内飲⾷店や
公共施設に本棚
を設置する
ブックサテライト

⼋⼾出⾝の写真家チェリー・チル・ウィ
ルさんの写真集発刊記念ギャラリー展の
アーティストトークにライムスターがゲ
スト出演。
この夜、派⽣イベントとして市内のクラ
ブで⾏われたライブは市内外からの多く
の若者等で賑わった。 60

八戸ブックセンター④ ～本でまちを盛り上げる～

⽅針③「本でまちを盛り上げ
る」



⺠間書店との連携

公⽴・学校図書館、教育機関との連携・サポート

公共・⺠間施設との連携

⼤勢の⼈で賑わう
「本のまち⼋⼾ブックフェ
ス」

⼩学校でのブックトーク
お薦め図書の選書はブックセンターが担当

⼤学⽣による
ブックハンティング

61

八戸ブックセンター⑤ ～民間書店や市図書館・学校図書館とも連携！～

「本のまち⼋⼾」の拠点機能



市内⺠間書店員を集めた勉強会

⼋⼾ブックフェスの開催

・書店員同⼠の勉強会
・本のまち⼋⼾ブックフェスの実施
・パワープッシュ作家の書籍の共同販促
・ブックセンターの書籍等販売業務委託 等

⼋⼾ブック
センター

⺠
間
書
店 ⺠

間
書
店

⺠
間
書
店 当事業をきっかけに

「ポップ担当⽇記」を出版

⺠間書店同⼠が、ブックセンター
をハブとして、そのコーディネー
トにより連携した取り組みを実現

仕事を⾒つ
め直す機会
になった

本を介した
つながりを
⽣んでいる

新たな関係性から
新たな取組が⽣まれる

62

多様なつながりをつくる取り組み ～本好きを増やす！「八戸ブックセンター」～

⺠間書店間のネットワーク事業



所在地 ︓⼋⼾三⽇町21‐1（はっち向い）
延床⾯積︓1,249平⽅メートル（1階＋2階）

間⼝25.7m×奥⾏30.7m×⾼さ14.8m
主体構造︓鉄⾻造（地下 鉄筋コンクリート造）

耐震構造
階 数 ︓地上2階（2階はデッキ）地下1階
主な設備︓シンボルオブジェ「⽔の樹」

⼤型ビジョン
（203インチ、縦2.5m×横4.5m）
エレベーター、⽔飲み場、トイレ、Wi-Fi

施設概要

2018年7⽉21⽇オープ
ン

オープン時間：6:00〜23:00
貸出時間：9:00〜21:00
休館⽇ ：なし（ニワなので）

30

八戸まちなか広場「マチニワ」① ～屋根のあるオープンスペース～

屋根のある庭「マチニワ」
「マチニワ」は、中⼼市街地でほっと⼀息つける空間と

して設置された、冷房も暖房もない「屋根のある庭」。
イベントスペースには⼤型スクリーンがあり、中⼼市街

地での各種イベントでも活⽤されている。
また、朝６時から使えるため、早朝に市⺠によるラジオ

体操会が開かれている。



クラフト市の様⼦ 31

⾳楽イベントのようす

全国⼀⻫地酒で乾杯

八戸まちなか広場「マチニワ」② ～イベントにも活用～



受賞歴
・グッドデザイン

ベスト100
・東北建築賞 作品賞
・JIA ⽇本建築⼤賞

【コンセプト】
種を蒔き、⼈を育み、
100年後の⼋⼾を創造する美術館
〜出会いと学びのアートファーム〜

規 模 建築⾯積:約3,095㎡、延床⾯積:約4,881㎡、⾼さ:約19m
構 造 鉄⾻造、地上３階建て
設計者 ⻄澤徹夫建築事務所・タカバンスタジオ設計共同体

写真 阿野太⼀ 32

八戸市美術館① ～出会いと学びのアートファーム～ 2022年11⽉3⽇オープ
ン



ジャイアントルーム
エントランスとしての役割のみならず、
⼈々が⾃由に集い、学び、活動する場
としての役割も担う巨⼤な空間

専⾨性の⾼い個室群
より深く学び、さらに違う専⾨性に偶然出会える、
それぞれに個性がある個室群をジャイアントルーム
の周囲に配置

２つの特徴的な空間により、
「学びの循環」を⽬指す

ホワイトキューブ

各展⽰室

ジャイアントルーム

33

八戸市美術館② ～多彩な活動を生み出す「ジャイアントルーム」～



美術館活動に主体的に関わる市⺠を、アートでコミュニティを耕して育む「アートファーマー」
と呼び、アートを通して地域社会のことを考えたり、アーティストとの創作活動に取り組む、様々
な経験ができる場として「アートファーマープロジェクト」を展開しています。

タノミマスプロジェクト

プロジェクトは
終わっても、

つながりは残る

66

八戸市美術館③ ～市民が美術館を動かす！「アートファーマー」～

アートファーマープロジェクト

建築ツアーガイド



１．国内３つ⽬の屋内スピードスケートリンク
２．⾳楽イベント、コンベンション等に利⽤できる

多⽬的施設
３．地域防災拠点施設

特徴

〇敷地⾯積︓約62,300㎡
〇建築⾯積︓約22,300㎡
〇延床⾯積︓約26,300㎡（地上3階、地下１階）
〇⾼ さ︓25.4ｍ（天井⾼15ｍ）
〇収容⼈数︓約9,000⼈
・１階アリーナ 約6,000⼈
・２階固定観客席 3,045⼈

施設概要

35

YSアリーナ八戸① ～国内３つめの屋内オーバルリンク～

2019年9⽉29⽇オープ
ン



世界⽔準の
・氷質（CO2冷媒・純⽔使⽤）
・空調環境（アルミ膜天井）
・照明環境（LED照明）

36

YSアリーナ八戸② ～国際大会開催も可能な設備を備える～

国際規格に準拠した400ｍオーバルリンク



合宿者の推移

令和５年９月 合宿風景

2,526 

5,806 5,432 
7,728 

7,569

12,068
13,656

(4,000)

1,000

6,000

11,000

16,000

R２年度 R３年度 R４年度 R５年度

（延べ⼈数）

9⽉末迄 延べ⼈数

増加傾向が続く

37

YSアリーナ八戸③ ～大学・実業団の合宿利用も増えている～

⾸都圏等の⼤学スケート部の合宿利⽤も
順調に増えている。



アジアリーグアイスホッケー東北フリーブレイズ ホームゲーム

画像提供：FLAT HACHINOHE

2022年12⽉ 全⽇本選⼿権⼤会 JSF公式ホームページ

YSアリーナ⼋⼾ フラット⼋⼾

42-1

国内外から多くの選手が集まるスケート新時代 ～スポーツツーリズムの可能性～



本日お話ししたいこと。。。

１ 八戸市の紹介

２ 八戸市の中心市街地について

３ 多様なつながりをつくる取り組み

４ 開かれたパブリックな場をつくること

５ まとめ



◎⽂化芸術
豊かな⼈間性の涵養
創造⼒と感性を育む 等

地⽅公共団体の責務
基本理念にのっとり、国との連携を図

りつつ、⾃主的かつ主体的に、その地域
の特性に応じた施策を策定し、及び実施
する責務を有する。

地⽅推進計画
地⽅⽂化芸術推進計画、地⽅スポーツ

推進計画を定めるよう努める。

本質的価値

社会的価値経済的価値

◎⽂化芸術
⼈間の相互理解を促進し、個々

⼈が共に⽣きる地域社会の基盤を
形成 等

◎スポーツ
⼈と⼈との交流、⼈間関係の希

薄化を抱える地域の再⽣ 等

◎⽂化芸術
新たな需要や付加価値を⽣み出

し、質の⾼い経済活動を実現 等

◎スポーツ
地域間交流や、社会の活⼒が経

済の発展に寄与 等

⽂化芸術振興基本法（2001年）
⇨⽂化芸術基本法（2017年公布）

スポーツ振興法（1961年）
⇨スポーツ基本法（2011年公布）

◎スポーツ
⼼⾝の健全な発達
健康及び体⼒の保持増進 等

※参考／⽂化：⽂化芸術推進基本計画第１期 スポーツ：スポーツ基本法理念

⽂化・スポーツの価値の整理／３つの価値

54

文化の力、スポーツの力 ～文化芸術、スポーツの持つ価値を整理してみる～



1.⼈が主役のまちづくり
〜⼈々の暮らし、活動や交流が中⼼にあるまちなかへ〜

3.活⼒ある経済と社会
〜産業が息づき、社会的役割を担い発展し続けるエリアに〜

4.参加と横断的なマネジメント
〜多様な主体が知恵を出し合い役割を担う、参加と連携を

ベースに〜

まちなかを住みやすく、歩⾏、滞在、活動、交
流、⼦育てや学びを通して、楽しさ、寛容、幸福を
感じることのできる、⼈中⼼の暮らしを実現する場
に転換、再編していきましょう。

また、⼈が主役のまちづくりの取組から社会関係
資本を涵養し、創造的で成熟した市⺠社会を実現し
ていきましょう。

2.地域の資源を活かそう
〜歴史や強み、個性を活かした⼋⼾ならではのユニークを〜

⼋⼾市中⼼街ストリートデザイン事業
中⼼市街地のメインストリートである国道340号

三⽇町・⼗三⽇町区間について、街路を⾞中⼼から
ひと中⼼の空間へ転換する「居⼼地が良く歩きたく
なるまちなか」の形成を図る。
歩⾞道の⼀体的整備、さらに様々な活動が展開され
るストリートへの転換を⽬指す。

パース図（イメージ）

⇨ 実証試験「みちニワ」を実施
81

八戸市中心市街地まちづくりビジョン2023 ～目指す4つの方向性～



⾞道を滞在空間として活⽤

建物の軒先が観客席に 82

ストリートデザイン実証試験「みちニワ」 ～歩車道を再編する社会実験を実施！～



三日町・十三日町・六日町・十六日町の屋外全

エリアにおいて、令和５年7月22日よりフ

リーWi-Fiの運用をスタート！

三日町・十三日町・六日町・十六日町の屋外全

エリアにおいて、令和５年7月22日よりフ

リーWi-Fiの運用をスタート！

三日町

六日
町

十六日町

十三日町

（
※
）

14カ所のアクセスポイントを設
置

取り組み内容
・Wi-Fi環境の整備
・LINEアプリ開発による

まちなか情報の発信と
電

⼦クーポンの発⾏
・AIカメラを活⽤した⼈
流

分析による公共交通の
適

正化と商業利⽤等へ向
け

たオープンデータ化
等・来街動機の創出
・滞在性と回遊性

の向上
・活動の誘発など

の効果を期待
83

はちのへAI（アイ）バス・中心街活性化プロジェクト ～まちなかWi-Fi、LINEアプリ～



都市の使い⽅をレイヤー（層）として考えた上での
⽂化的コモンズ形成のための条件整理

◎ソフト⾯（活動・⾏動）
Ex.
・⽂化・スポーツに関する様々な活動
・誰もが⾃由に参加でき、営みを共有し、

分かちあえる場をつくること
・徒に使途を限定しない場の運⽤

◎ハード⾯（施設・設備）
Ex.
・⽂化・スポーツ施設（集積）
・オープンで、滞留可能な

都市空間づくり
・Wi-Fi設備 など◎⼟地利⽤

Ex.
・中⼼街に残る藩政時代の

ヒューマンスケールな町割⇨ウォーカブルへ
※コモンズとは：⼊会（いりあい）。誰の所有にも属さない放牧地などの意

多様な価値の集積による
出会いや交流の創出

・つながり、コミュニティ、
豊かな社会関係資本の醸成

・より良い社会をつくる
イノベーション など

スポーツを含めた意味での
＜⽂化＞について、誰もが参加
できるなど機会を享受し、その
経験を他者と分かち合える
＜⽂化的コモンズ＞の形成

85

開かれたパブリックな場をつくること① ～文化的コモンズの形成に向けて～



「マチニワ」冬の夜の⼀コマ

ジャイアントルー
ム

中⼼市街地を、商業の拠点のみならず、
社会的、⽂化的活動の拠点に位置付け

⽂化・交流・スポーツ施設を整備

誰でも気軽に⽴ち寄れる居場所
⼈が集いコミュニケーションが⽣まれる場✓

✓
＋

ある⽇の美術館前ひろば

YSアリーナ⼋⼾
開放的ホワイエ
「夏休み⼦ども
ワークショップ」

の様⼦

80

開かれたパブリックな場をつくること② ～公共施設を気軽に集える場所に～

はっちのフリースペースで勉強する⾼校⽣たち



DEVELD⼋⽇町DEVELD⼋⽇町

【⼋⼾市美術館】

サテライトキャンパス ばんらぼサテライトキャンパス ばんらぼ

コワーキングカフェ
エスタシオン

コワーキングカフェ
エスタシオン

【マチニワ】

Garden Terrace
（ガーデンテラス）
Garden Terrace
（ガーデンテラス）

【⼋⼾ブックセンター】

【⼋⼾ポータルミュージアム(はっち)】

界隈性

界隈性

⺠間投資

⺠間投資

⺠間投資

⺠間投資

46

公共空間の整備が民間投資（再開発・企業進出）も呼び込む



本日お話ししたいこと。。。

１ 八戸市の紹介

２ 八戸市の中心市街地について

３ 多様なつながりをつくる取り組み

４ 開かれたパブリックな場をつくること

５ まとめ



まとめ ～まちづくりに終わりなし～

★地⽅都市にあって、デパートなどの⼤型商業施設に多くの⼈が集まっていた
かつての中⼼市街地はすでに過去のもの。

★中⼼市街地はなくさない。歴史的、⽂化的な蓄積を失うことにつながる。
★中⼼市街地に、歴史的背景や⽂化（スポーツ含む）的な側⾯で、誰でも使え、

集える「パブリックな場所」を構築していこう。
★多様な機能を集積することで、コンパクトかつウォーカブルなまちへ。
★⺠間事業者とも幅広く連携し、まちを盛り上げよう。

「まちづくりに終わりなし」



ご清聴ありがとうございました。


